
 

『ママじかん＆お父さんと一緒！とついでに「みんなの拠点ミーティング」』 

～「住民参画のきっかけづくり」と「きっかけを現実」に～ 

雲南市 加茂交流センター 

１ 加茂地区の概要 

(1)  加茂地区は、雲南市の北部にあり、

松江市と出雲市に隣接している。 

   面積は 30.91㎢で、H28.1 月現在、

山林が 48％、耕地が 10％、その他が

42％である。 

R2.1月現在、人口は 5,870人、高

齢化率は 37.44％、世帯数は 2,068世

帯、自治会は 56自治会である。 

(2)  地区内には、保育所 2園、認定こ

ども園 1園、小学校 1校、中学校 1

校がある。 

(3)  H8年に発見された銅鐸は、地区を

代表する文化財であり、H20年には

国宝に指定されている。 

(4)  合併後のH17年度より、当初 14

の地域自主組織で活動をスタート。そ

の後、H24年度から「組織検討委員

会」を立ち上げ、全 25 回にわたり、

今後のあり方と組織体制について検

討、14の組織を一本化する方針が決

定した。H26年度からは「加茂町地

域自主組織設立準備会」として統合に

向けた準備を重ね、H27.4 月より「加

茂まちづくり協議会」として一本化し

た組織がスタートした。 

 

 

２ 事業の趣旨 

(1)  最終的に目指す住民の姿 

ア 感じている地域課題ややりたいこ

とを、拠点での活動を通じて解決、

実現させることができる。 

イ 拠点での活動に参画する輪を自ら

の手で自然と広げることができる。 

ウ そうした活動を通して、暮らしの 

中で充実感や幸福感を感じることが

できる。 

(2)  本事業を通して目指す住民の姿 

ア 地域拠点としての役割や機能を理 

 解し、住民の思いを実現させること 

   ができる場だと気づく。 

  イ 抱える課題感ややりたいことの実 

   現が、地域課題の解決にもつながる 

   ことに気づく。 

 

 

３ 具体的な取組内容 

(1)  組織の既存事業や協力した地域住

民主催のイベントの中で、その参加者 

にアンケート調査を実施した。 

＜アンケート項目＞ 

・「交流センターができたらどんなこ 

 とがしたい？」 

・「どんな場所で遊びたい？」 

 ※対象者の年齢層が高い場合は、 

  「どんな物(設備)があればいいで

すか？」に変更。 

・「思いつくことを書いてみよう」 

  ア 「kamoっ子ひろば夏まつり」(8/3) 

  イ 「夏休み事業：色鬼アプリ」(8/5) 

  ウ 「健康づくり学習会」(8/31) 

  エ 「自治会等見守り意見交換会」(9/5) 

  オ 「公園マルシェ in中央公園」(10/22) 

 

 

 

 

 

 

 

(公園マルシェでのアンケート風景) 



(2)  30～40代の住民 20名弱を対象に、

拠点施設で自分がやってみたいこと

を具体化してみるワークショップを

開催。 

ア 「やりたいことを実現ワークショ 

   ップ＠加茂新交流センター」(1/25) 

 

 

 

 

 

 

 

(ワークショップの様子) 

(3)  ワークショップで出た「やりたいこ

と」から１つ選び実現させることで、

交流センターを「まちの拠点」と思え

る仕掛けを実行した。 

ア 「大人の習い事 DIY教室」(2/29) 

 

 

 

 

 

 

 

       (DIY教室の様子) 

 

 

４ 評価と成果 

(1)  評価 

ア アンケート等を「きっかけ」とし 

   て、「やってみよう」を実践しても 

らう事ができた。 

  イ 交流センターを「みんなが集まる 

   場所」として感じるイメージを掴ん 

   でもらえた。 

  ウ 個人のやりたいことの実現が「人 

   の集まる場」につながり、そのフィ 

   ールドとして交流センターが窓口に 

なることを知ってもらえた。 

(2)  成果 

ア 住民が思う「やりたいこと」を 

DIY教室という形で「実現」させ 

ることができた。 

  イ アンケート結果の分類・分析方法 

   を学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

(アンケート結果の分類) 

 

 

５ 今後の課題と見通し  

(1)  課題 

ア 本事業では主に当館の職員が中心 

   となり動いたが、組織の役員との接 

   点を持ち、住民の声を直接聞くこと 

   ができる仕掛けを組み込めるとよか 

   った。 

 (2)  今後の見通し 

  ア 課題に対し、かしこまった場では 

   なく、組織の事業を通して自然な形 

   で住民と役員が交われる場を仕掛け 

   ていく。 

  イ 住民の主体的な関わりの様子を、 

   様々な世代に応じた多様なやり方で 

   広報していくことで、新たな関わり 

   を生む。 

  ウ 取り組みを通じて、交流センター 

   と住民との距離を縮め、地域の拠点 

   として認識してもらえるような取 

   組を重ねていく。 

 

 

     （文責 ： 主事 岸本 寛子） 


